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参考資料 補助金に関する合意書作成例（２）  

＜補助金に関する合意書作成例（請負契約の場合）＞ 

 以下は例示ですので、このとおりに作成しなければならないものではありません。なお、

合意書によるトラブルが生じた場合は、当事者間で解決していただくことになりますので

ご注意ください。 

合意書は２通作成し、建築主と補助金申請者の双方押印の上、各１通宛保管してくださ

い。 

地域型住宅ブランド化事業補助金に関する合意書  

（　　　　　邸）  

 

甲：建築主  

乙：建築工事請負者  

（補助金交付への協力）  

第１条 甲と乙は、工事請負契約により建築する住宅（以下「本住宅」という）が、国土交通省（以下「所管

官庁」という）所管の地域型住宅ブランド化事業補助金（以下「本補助金」という。）の交付要件を満た

すことを前提に設計された長期優良住宅であり、本補助金の交付を受けるための所要の手続を、両者協力

して行うことを確認する。  

（交付申請）  

第２条 乙は、本契約締結後、本住宅に関する本補助金      万円の交付申請（以下「本申請」という。）を

行う。  

２．本補助金の申請から受領に要する諸手続については、乙が行うものとする。  

（工事代金支払猶予）  

第３条 本補助金      万円は、本申請における実績報告において額の確定通知後、概ね１ヶ月後に交付され

ることが見込まれるため、乙は甲に対し本契約に定める建築工事請負代金のうちの当該補助金相当額の支

払を同時期まで猶予する。  

（工事代金への充当）  

第４条 乙は受領した本補助金を、本契約に定める甲の建築工事請負代金債務の支払に直ちに充当する。 

２．乙は前項の充当後、すみやかにその旨を甲に通知する。  

（不承認の場合）  

第５条 本申請にも関わらず本補助金の不交付が確定した場合には、第３条により補助金交付時期まで支払を

猶予している建築工事請負代金の支払いについては、前条の規定に関わらず、甲及び乙によって誠実に協

議するものとする。  

 

平成  年   月   日  

甲：住  所  

氏  名                      印 

乙：住  所  

会 社 名 

代表者名                   印  

※この作成例は、手続きマニュアル「４.５」請負契約の（ｂ）の場合の例です。 
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